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　江戸川は茨城県五霞町・千葉県野田市で利根川から分かれ、茨城県・千葉県・埼玉県・

東京都の境を南下して東京湾に注いでいる、一級河川です。

　流域に多くのまちが控えるこの川の上流部は、台地を人工的に削ってつくられてい

ます。高低差があまりないため、流れは非常に緩やかです。

　中・下流区間は、大雨のときに多くの水が流れ込むことから、堤防から堤防までの距

離を広げています。その結果できた広い高水敷は、公園やグラウンドなどに利用され、

都市に残された貴重なオープンスペースとして機能しています。

　かつて、江戸川の水は一部が農業用水として利用されるほかは、そのまま海へ流されていま

した。しかし、東京の人口が大幅に増加してきたため、昭和10年に江戸川の水を東京の水道用

水として利用する計画が立てられ、塩水遡上の防止及び用水の確保を行うための江戸川水閘門

が昭和18年に完成し、安定した取水ができるようになりました。

　そして現在は、首都圏（東京都・埼玉県・千葉県）約1,000万人の水道用水や工業用水、農業

用水としてわたしたちの生活に利用されています。
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江戸川のあゆみ

　私たちの暮らしとともにある江戸川。江戸川は江戸時代に洪水防止、舟運の発達、新田

の開発などの目的のもと一大河川事業によってつくられた人工の川です。その誕生は文

禄3年（1594年）に会（あい）の川の締切にはじまる「利根川東遷事業」に由来します。

江戸川ができるまで

　天正18年（1590年）に江戸へ入府した徳川家康は、様々な河川事業に着手しました。

中でも一大事業であったのが、それまで江戸湾（東京湾）に流れ込んでいた利根川の流路

を太平洋へと変更するという「利根川東遷事業」です。

　約60年かけて実現したこの事業によって、それまで太日川（ふといがわ）と呼ばれ、渡

良瀬川の下流部だった川が、利根川の分流・江戸川として生まれ変わったのです。寛永18

年（1641年）のことでした。

利根川東遷事業

舟運で栄えた水の道、江戸川

　「利根川東遷事業」により、洪水防止、新田開発、舟運などが発達しました

が、なかでも流域に多くの恩恵を与えたのが舟運でした。江戸川は、江戸への

物資輸送の主要なルートとなり、沿川のまちは河岸として栄えました。地場産

業として現在も、全国の生産量の多くを占める野田市の醤油や流山市のみり

んは、この頃に発達したものです。そして明治時代に入ると、オランダ人技師

の指導のもと、利根川と江戸川を結ぶ利根運河の開削に着手し明治23年に

開通。和船の他、汽船も就航するようになり最盛期には年平均2万隻の船が

航行しました。しかし鉄道網や道路網が整備され、昭和に入ってからはトラック

輸送への転換期を迎えたこともあり、舟運は次第に衰退していったのです。

1,000万人の生活用水として

金町取水塔

（ ）

年間で1,000万人以上が利用

　　　　　　　  1,000万人以上

にものぼります。

川俣でふた筋に分かれていたうちの

一つ、会の川を締切り、流れを一本に

整理しました。また川口でも隅田川へ

流れる流路を締め切り、流れを太日川

へと変えました。

会の川の締切り 新川通り・赤堀川の初開削
佐波～栗橋間を開削して利根川と渡

良瀬川をつなぎ（新川通り）、渡良瀬川

の下流にあたる太日川に水を通しまし

た。また、栗橋～関宿間に細い溝（赤

堀川）を開削しました。

江戸川の誕生

1635年から1641年まで、関宿～

金杉間に新しい川・江戸川を開削し、

利根川の水を太日川へ流れやすくし

ました。また1641年には利根川と常

陸川を結ぶため逆川を開削しました。

江戸川・逆川の開削
利根川・常陸川を結ぶため、赤堀川の

幅・深さを拡大し、より大量の水を流せ

るように改良。これによって利根川が

常陸川へ流れるようになり、東遷が完

成しました。

赤堀川の通水

東遷事業の完成
とう せん

現在の埼玉県熊谷市、春日部市、草加

市を通って東京湾に流れるルートでし

た。

利根運河

熊谷市

堀
堀



　江戸川の治水整備の目標である「計画高水流量」は、改修に伴い

増加しています。明治44年当初は2,230㎥/秒と想定されていま

したが、昭和24年では関宿地点において5,000㎥/秒へと引き上

げられました。これは昭和22年のカスリーン台風による被害を踏

まえてのものです。そしてさらに昭和55年では6,000㎥/秒へと

引き上げられ、河川法の改正により新たに定められた「河川整備基

本方針」では7,000㎥/秒となりました。

　しかし、江戸川はまだ整備途中段落であり、洪水に備えて少しで

も被害を抑えるために、江戸川河川事務所では日々河川改修に取

り組んでいます。

　このような特徴から、江戸川は古

来から数多くの洪水被害を受けてき

ました。特に、昭和２２年９月のカスリ

ーン台風による洪水では、利根川右

岸東村（現　大利根町）の堤防決壊

により、はん濫流が東京都葛飾区、

江戸川区、足立区まで達し、多くの人

命と財産を失う甚大な被害を受けま

した。
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カスリーン台風時の江戸川沿川の浸水

34

約70億円（昭和22年当時） 約34兆円（平成16年度）推定

約230万人

約530km 2

（昭和22年当時）

約4倍も広くなっています。現在では堤防を強くするた

めの事業を進めています。

※平成2年 派川利根川は利根運河と名称を変更しました。

S.22.9

（狩野川台風）

2,862

3,698

1,997

3,020

2,449

1,889

S.23.9

S.24.8

S.34.8

S.57.9

S.57.8

H.13.9

S.33.9

H.10.9

H.19.9

S.33.9

ー：観測データ無し 出典：昭和20年代　最高水位→高水速報
　　　昭和30年代　最高水位→時刻水位月表
　　　最大流量→流量年表

6.59

（最高水位順）

（平成16年度）推定

改訂

改訂

改訂
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首都圏氾濫区域堤防強化対策範囲

　利根川上～中流部及び江戸川の右岸堤防がひと

たび決壊すれば、その氾濫は埼玉県東部はおろか

東京都まで達し、首都圏が壊滅的な被害を受ける恐

れがあります。

　堤防は過去に幾度となくかさ上げや拡幅を行い、

築堤の履歴が複雑で堤防の安全性にもバラツキが

あり、近年の出水で浸透による漏水などの被害が発

生しています。

　このため、浸透に対する安全性を向上させる目的

として、平成16年 度より埼玉県深谷市から埼玉県

吉川市について高規格堤防（スーパー堤防）にもつ

ながる堤防拡幅による堤防強化に取り組んでいま

す。

首都圏氾濫区域堤防強化対策

堤防開削調査結果に基づく

堤防断面模式図

旧堤

明治改修計画

増補計画新改修改訂計画
（昭和14年) （昭和24 年）（昭和14年） （昭和24 年）

平成年代施工

改修改訂計画増補計画新改修改訂計画

平成年代施工

改修改訂計画

水の通り道

（昭和55年)（昭和55年)

（明治44年)（明治44 年）

過去の河川改修による複雑な築堤履歴（土質構成）

首都圏氾濫区域堤防強化対策区間（江戸川）
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首都圏氾濫区域堤防強化対策の標準断面図

高規格堤防の特徴

首都圏氾濫区域堤防強化対策区間

高規格堤防（スーパー堤防）

　江戸川では、堤防の決壊による壊滅的な被害を回避するため超過洪水対策として、従来の堤防より飛躍的に安全度の高い高規

格堤防（スーパー堤防）の整備を進めています。高規格堤防は堤防の高さの約３０倍の幅で、上面を緩い勾配にした堤防で安全な

暮らしを未来へ受け継ぐ治水事業です。

　高規格堤防は洪水による越水や浸透および地震に対して強い堤防で、まちづくり等の事業と一体となって整備を進めます。

越水に強い

浸透に強い

地震に強い

スーパー堤防は、必要に応じて軟弱地盤を改良して耐震対策を強化して

いるので、地震による液状化やすべりにも強く、安心です。

ふつうの堤防に比べ、スーパー堤防は幅が広い堤防なので洪水による水

の浸透が長時間続いても、崩れることはなく安全です。

ふつうの堤防に比べ、スーパー堤防はあふれた水が斜面をゆるやかに流

れる構造なので、堤防を越える洪水でも崩れることはなく安全です。

■堤台地区の整備状況

千葉県野田市

■市川南地区の整備状況

千葉県市川市

●ふつうの堤防

●ふつうの堤防

●スーパー堤防

●スーパー堤防

●ふつうの堤防

●スーパー堤防



　江戸川、中川、綾瀬川では、洪水の恐れが

ある場合に国土交通省と気象庁が共同して

洪水予報を発表しています。河川における危

険の状況等の防災情報を、的確な判断や安

全な行動につなげるために、平成19年4月

より洪水情報の発表形式が改善されました。

　江戸川沿川では、災害復旧活動を行う河川防災ステーションの整備を進めています。

　河川防災ステーションは、茨城県五霞町と埼玉県吉川市で整備が進められており、災害時に必要となる緊急用資材やヘリポ

ート等のほか、自治体が設置す

る水防センターを配置し、迅速

かつ円滑な災害復旧活動を行

う拠点となるものです。

　また、平常時には公園として

一般利用が可能となります。

緊急用船着場・緊急用河川敷道路

　江戸川の河川敷には、災害で被害を受けたときに救援物資や復旧資材を輸送する

江戸川沿川のネットワークとして、緊急用船着場と緊急用河川敷道路が整備されてい

ます。緊急用船着場は水上輸送と陸上輸送を結ぶ拠点となり、緊急用河川敷道路は障

害物が少ない河川敷を利用して陸上輸送します。

情報ネットワークが河川の状態を２４時間監視

　地域の安全・安心のための防災体制を強化するため、江戸川河

川事務所では総合管理棟に防災対策室を設置しました。総合管理

棟では、洪水、渇水、水質事故、地震等の災害時に気象情報や流域

の情報、管内の水位やCCTV（カメラ）の映像、河川管理施設の運

転状況など、様々な情報が集約できます。情報の一元管理によっ

て、迅速で的確な状況判断と情報発信を行い、災害防止、軽減が

図られます。

江戸川河川事務所ホームページ

（http://www.ktr.mlit.go.jp/edogawa/index.html）に掲載しています。

江戸川・中川・綾瀬川地域防災力向上施策検討会　
　江戸川河川事務所では、水害等の緊急時に行政・地域コミュニティ・国民が自ら判断し迅速な対応を行うことができることを目

標とした、地域防災力向上施策検討会を沿川１８自治体と設置しました。検討会では、河川管理者と自治体との情報共有の仕組

み作りや、自主防災組織等の施策の検討を進めていきます。

　ハザードマップとは、水害における被害を最小限にくい止めることを目的として

予想される災害の程度や対応方法、浸水情報、避難情報等の各種情報を分かりやすく図面

等に表示したものをいいます。江戸川河川事務所では、関係自治体のハザードマップ作成

にあたる技術的支援を行っていきます。

参照：「国土交通省ハザードマップポータルサイト」

URL:http://www1.gsi.go.jp/geowww/disapotal/

洪水予報の
発表

溢水・はん濫等により重

大な災害が起こるおそ

れがある水位。

水防団が水防活動の準

備を始める目安となる

水位。

法崩れ、洗掘、漏水など

災害が発生する危険性

がある水位。

水防団が出動して河川

の警戒にあたる水位。

市区町村長による避難

勧告等の発令判断の目

安であり、住民の避難判

断の参考になる水位。
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緊急用船着場

防災対策室CCTV

298

6

14

357

16

4

常磐自動車道

圏央道（建設中）

東京外環自動車道 首都高湾岸線
京葉道路

幸手市

五霞町
春日部市

野田市

松伏町

杉戸町

吉川市

三郷市

流山市

松戸市

市川市

江戸川区

葛飾区

緊急用河川敷道路
（左岸計画区間 ）

緊急用河川敷道路
（緊急整備区間）

緊急用河川敷道路事業中

緊急用河川敷道路
（左岸計画区間）

河川防災ステーション（整備済/事業中）

緊急用河川敷道路（計画）

緊急用河川敷道路（整備済）

緊急用船着場（整備済）

平成17年3月公表



杉戸町

宮代町
白岡町

川口市

蕨市
戸田市

さいたま市

伊奈町
蓮田市

幸手市

五霞町
境町

坂東市

常総市

守谷市

取手市

利根町

印西市

印旛村

佐倉市
八千代市

四街道市

千葉市

千代田区
新宿区

渋谷区

世田谷区

杉並区
中野区

豊島区

練馬区

板橋区

鳩ヶ谷市

白井市

我孫子市
柏市

上尾市

川口市

主な供給エリア

さいたま市

江戸川水閘門

白井市

利根川水系の主な利水施設

渡良瀬貯水池

　江戸川の水は、わたしたちの家庭だけではなく、農業や工業など多くの

用途に使われています。首都圏内の約1,000万人の水道用水として、

120社以上の工業用

水 とし て 、そ し て

3,800haを、かんが

いする農業用水とし

て利用されています。

そのため、江戸川河

川事務所では水量・水

質の管理や江戸川水

閘門などの施設の操

作を行い、流域の水

利用を支えています。

　江戸川水閘門と行徳可動堰は、江戸川の最下流部に

位置し、江戸川本川上流への塩水遡上を防止し、両施設

一体となって水位を安定させる役割を担っています。

　江戸川の流量の少ない時期でも東京都金町浄水場な

どへの塩害発生を防ぎ、東京・千葉・埼玉への水道水の取

水を可能にしています。　

　万が一行徳可動堰のゲートが閉まらなくなってしまっ

た場合、首都圏の人々の大切な水を取水している淡水

域に放水路から塩水が遡上し、水利用に支障をきたす恐

れがあります。その影響は、三郷放水路の出口付近（JR

常磐線江戸川橋付近）まで及ぶと推測されています。

12 13

47.8
68.514.5

13.3

3.7
2.56

（平成21年3月31日現在の水利権量等）

江戸川の水位を安定させるために

水を利根川から江戸川へ供給します。

利根川から坂川や手賀沼へ浄化用水として最大10m 3 /秒を導水し、水質の改善を図ります。

　北千葉導水路は、利根川から江戸川へ

きれいな水の導水と川の水量を調整し、

都市用水（上水道や工場など都市生活に

必要な水）を確保することを目的につく

られ2000年に完成しました。こうした河

川を「流況調整河川」といいます。この機

能によって、江戸川の水が不足したとき

は、利根川から利根川河口堰などで開発

した水を導水し、江戸川の水量を増やす

ことができるのです。

江戸川水閘門

　江戸川で取水されている水

源は、約60%以上を上流のダ

ムによって開発された水に頼

っています。ダムで開発された

水は、その下流にストレートに

給水されるのではなく、水が

不足したときにその不足分を、

ダムの統合管理によってバラ

ンスを見ながら最適なダムか

ら放流し、各河川に安定した水

を供給しています。

合計
69.78
m 3 /秒

9.00



　江戸川は、都市河川の中では、比較的多くの自然が残っている川です。都市河川と

しては珍しく、緑豊かな美しい風景が広がっていることが、生物の生息場所として、江

戸川の豊かな自環境をつくっています。

　江戸川水閘門は塩分遡上防止と船の安全な航行を目的に作られた施設

で、江戸川の水量が少ない時は、塩分遡上防止のため水門が閉まっている

時間が長く、アユの遡上環境に影響を与えています。また、設置されたのが

昭和18年と古く、魚道がありません。

　①閘門の開閉を工夫することで魚道と同じような効果を得られるか　

　②ポンプで水流を作る事によって稚アユを上流へ誘導できるか　　         

　③簡易魚道によって、どれだけのアユを遡上させることができるか

　今後は調査結果を踏まえて対応を検討していく予定です。

　江戸川区北篠崎地先にある「篠崎ビオトープ」は、子どもの体験活動や環境学習

の場として、希少植物が生育する数少ない自然地となっていた水路跡を、市民団体

が中心となり、区の教育委員会・河川管理者・地元小学校・区の関係部局が協力し、整

備したものです。
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　近年、他の地域から人が持ち込んだ生物の増加による在来生物への

影響が問題となっています。外来種と呼ばれるこれらの生物の中でも、

国が定めた特定外来生物は、流域にもともといた生物の生育を阻害す

る恐れがあるため、江戸川河川事務所では現在対策を検討しています。

(H19)

29科

106種

江戸川の稚アユ
救出作戦

　ふれあい松戸川は、東京都や千葉県の水道水源となっている江戸川の水を安全

で良好な水質にするため、汚れのひどい坂川河川水を江戸川下流部にバイパスす

る水路です。

　ふれあい松戸川は、地域のみなさんと一緒に川づくりを考え、人と川と自然との

ふれあいの場となるように作られました。現在、植物が豊かに変化し、水辺の生物も

住みつくようになりました。多くの動植物の生き生きとした姿や開放的な空間とふ

れあうことができる潤いの場として、また、大都市の中で自然観察や環境教育に活

用できる場として利用されています。

BOD 75%値
(mg/L)

環境基準値・・・環境基本法（環境省）において、人の健康の保護及び生活環境の保全の上で維持される

　　　　　　ことが望ましい基準として、設定された目標値。

0

1

2

3

4

5

S48 50 52 54 56 58 60 62 H 元 3 5 7 9 11 13 15 17 19

環境基準値（A)2mg/L以下

　坂川から江戸川に流れ込む汚れた水。これをばっき付礫間接触酸化法
※
と呼ばれる方法で浄化

するのが古ヶ崎浄化施設です。古ヶ崎浄化施設ができたことによって、水は大変きれいになり、夏

の水道水のカビ臭も消え、良質な水源を確保できるようになりました。

れき かん せっ しょく さん  か　ほう

らん藻類の一
部から発生するカビ臭の原因物質　　　　　　　　　　　　 

の中に含まれる

江戸川河川敷の様子

坂川での環境学習の様子

体験活動の様子

※水中の微生物が汚れ（有機物）を分解する川の自浄作用を活用した方法。

　石ころ（礫）を敷き詰めた層に空気を送り（ばっ気）、微生物を活性化することで汚れた水を浄化する。



三郷放水路

綾瀬川放水路

川
瀬
綾

川
中

柏市

さいたま市

白井市

中川・綾瀬川の沿川市区町（直轄区間）

　勾配もゆるく川の水を自分で流す力のない中川・綾瀬川は、大雨が降ると水が流れにくく、今まで何度も浸水被害にあってい

ます。

川の勾配がゆるく、

大雨が降ると水が

流れにくい。

　中川・綾瀬川は一般の川のような水源がなく、水田の落ち水

等が集まってできた川であるため、もともと水量が少ない河川

です。

 また、流域の中・下流部は首都圏に近いことから、都市化が進ん

でおり、生活雑排水や工場廃水の流入が多く、河川の水質汚濁

の主な原因になっています。

　さらに、流域の地形は底平で勾配が緩く川の水がよどみがち

であることも、水質を悪化させる一因となっています。
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規模により

に

浸透施設



はん濫

はん濫

年6月に全体6.3kmの整備が終了し、完全通水となりました。年平

均7回ほどの洪水調節を実施し、流域の浸水被害の軽減に効果を

発揮しています。

　首都圏外郭放水路は、全ルートが完成する以前から一部通水を行い、その威力を発揮してきました。平成20年8月末の集中

豪雨では約5日間にわたって1,172万㎥（東京ドーム9.4杯分）もの洪水を地下にため、江戸川に排水しました。その結果、春日

部市、杉戸町、幸手市などの浸水被害は以前と比べ大きく軽減されました。
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160

199

江戸川
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水
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三
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　このような背景から平成12年にスタートした「清流ルネッサンスⅡ」では、平成22年を目標年次として更なる水環境改善に取

り組んでいきます。計画の推進にあたっては、流域が一体となって取り組むことが重要です。綾瀬川と流域住民との新たな関係

を築き、綾瀬川を地域に愛される川へと再生してくことを目的としています。清流ルネッサンスⅡは、綾瀬川の水質を改善するだ

けではなく、綾瀬川が地域のシンボルとなることを目的とした取り組みであるといえるでしょう。

　江戸川と同様に、中川・

綾瀬川でも河川水辺の

国勢調査が行われていま

す。下流区間の岸辺にあ

るヨシ原にはカニやカモ

などが暮らし、海水と淡

水が混じる水中にはシジ

ミなどがいます。

　平成８年に越谷市蒲生愛宕地区に完成した越谷浄化施設では、

綾瀬川から取水した毎秒０．６㎥の水を、約１時間かけて水の汚れを

除去しています。浄化された水は越谷市の雨水幹線を通じて蒲生

愛宕川に放流され、約２００ｍ流下した後に綾瀬川に戻されます。

大曽根ビオトープ
　埼玉県八潮市の大曽根地区は、都市化の進展したなかに残さ

れた貴重な生物生息環境の場となっていた場所です。この自然

を保全するとともに、

環境学習や川にふれ

あえる場を創造し、

水や川の大切さ・必

要性を再認識しても

らえるように、地元市

民団体等と協働で整

備を行いました。
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(H19)

40 科

66種

(H19)

20 科

29種

　平成16年度から供用を開始した桑袋浄化施設では、伝右川から取水した毎秒

0.22㎥ の水を、約2時間かけて水の汚れを除去し、綾瀬川へ放流しています。また、敷

地内にあるビオトープ※では、桑袋浄化施設できれいに浄化された水が流れ、生物にや

さしい環境が創られています。ビオトープは「桑袋ビオトープ公園」として足立区が管

理運営し、綾瀬川の環境などいろいろな情報が提供されています。

川
右
伝 川

瀬
綾

川
長
毛

水質改善前

桑袋浄化施設

水質改善後

　綾瀬川左岸広場

（草加市松江地先）

の前面には、水辺

に近づきやすく、

親水性を考慮した

護岸を整備してい

ます。

成6年まで15年連続で最下位を記録するなど、水質の汚濁が進んでいました。

　しかしながら、河川及び流域での水質改善の取り組みにより、徐々に水質の改善が進んでいます。しかし、水質調査では中川・

綾瀬川ともにいまだ下位に位置しており、その水質はまだ十分とはいえません。水質改善に対しては、今後も更なる努力が必要

とされています。

菖
蒲
愛
宕
川

菖
蒲
愛
宕
川

L L

（直轄管理区間）
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　河川の維持管理には、①治水・利水・環境の目的②平常時から洪水時までの日々の河川状態③河川管理施設の種類などそれ

ぞれに応じた広範・多岐にわたる必要があります。江戸川・中川・綾瀬川では、維持管理をより効果的・効率的に実施するため、「サ

イクル型維持管理」への取り組みを進めています。また、河川に対する社会的ニーズが多様化する中で、地域が自らの共有財産

としての河川を積極的に活かしていくために、市町村・地域住民・NPO等との連携をはかり、 学識者の専門的な知見を活用しな

がら河川敷へのゴミの不法投棄、有害物質の流入事故、不法行為等へ的確に対応し、きめ細やかな維持管理をめざしています。

河川管理者

市町村・関係住民

NPO・地域のリーダー等による協 働

状況把握
日々継続的に

調査・点検を実施

診断

維持管理実施計画の策定

（３６５日のアクションプラン）

効果的・効率的な

維持・補修等の実施

アクションプランに基づく

巡視・点検等の実施

評価

情報開示
各段階・サイクル全体に

ついて適切に開示

サイクル型維持管理

江戸川河川事務所の「出前講座」

　江戸川河川事務所では、みなさんの川に対するいろいろな疑問や興味に、専門知識を持つ職員が直接説明する出前講

座を行っています。各事業への理解を深めていただくため、講座には11種類のテーマを設けています。お申し込みはイ

ンターネットやFAXでどうぞ。

利用者への安全管理

程度草刈りを行っています。さらに、

花粉症の原因となるイネ科植物が開

花する前に除草を実施し、花粉の飛散

を抑制するよう努めています。

毎日、問題をいち早く発見するため

に、パトロールを続けています。

　川は、みなさんの遊び場としても利用されていま

す。安心して利用できるように、江戸川河川事務所

では、川の安全点検を行っています。利用者の目線

に立ち、フェンスの下の隙間をふさいだり、柵を補強

したりと日々川の安全管理を行っています。

１　 川づくりの紹介

３　 河川の水質（江戸川）

５　 河川の管理

７　 河川の施設の紹介（河川ポンプ施設の歴史）

９　 川の歴史

１１　地域と一体となった水害に強いまちづくり　

２　 スーパー堤防事業の紹介

４　 河川の水質（綾瀬川）

６　 河川の施設の紹介（首都圏外郭放水路）

８　 河川の施設の紹介（河川ポンプ施設のコスト縮減方策）

１０　川の生き物
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東武鉄道
綾瀬川橋梁

三郷浄水場

飯沼川

鬼怒川

中川

坂川放水路

Ｋ

市川大橋

新行徳橋

市川橋

内匠橋

流山橋

金野井大橋

高砂橋

中川大橋

弥生橋

古ヶ崎浄化施設

根本排水機場

松戸排水機場

庄和排水機場

八潮排水機場

伝右排水機場
綾瀬排水機場

古ヶ崎
排水機場

三郷排水機場

桑袋浄化施設

越谷
浄化施設

飯塚橋

東京駅

池袋駅

宝珠花橋

関宿橋

26 27

流域界

江戸川河川事務所の管理区間

河川

堤防

地下河川

堰、水門、閘門

排水機場

浄化施設

ＪＲ線

私鉄

国道（一部のみ）

首都圏外郭放水路
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JR武蔵野線南流山駅・
つくばエクスプレス南流山駅より
松戸駅行きバス5分
主水下車徒歩10分

施設管理課

品質確保課

三郷中央
つくばエクスプレス

このパンフレットは環境に配慮した用紙を使用しています。

つくばエクスプレス
三郷中央駅下車
徒歩10分
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